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古

文

書

の

補

助

資

料

と

し

て

絵

図

が

あ

る

。

村

明

細

帳

の

絵

図

は

村

の

山

川

畑

な

ど

地

形

や

家

並

み

が

描

か

れ

見

か

け

る

が

、

他

に

は

あ

ま

り

見

る

こ

と

が

な

い

。

こ

こ

に

一

枚

の

絵

図

が

あ

る

。

こ

れ

は

桜

島

が

書

か

れ

て

い

る

の

で

薩

摩

藩

の

軍

艦

の

配

備

図

の

よ

う

で

、

幕

末

の

薩

英

戦

争

で

使

わ

れ

た

船

と

同

じ

形

式

を

し

て

い

る

。

何

か

の

古

文

書

の

説

明

に

た

め

に

描

か

れ

た

も

の

だ

ろ

う

が

、

他

の

こ

と

は

分

か

ら

な

い

。

 

 

英

国

の

イ

ラ

ス

ト

レ

イ

テ

ド

・

ロ

ン

ド

ン

・

ニ

ュ

ー

ス

と

い

う

絵

入

り

の

新

聞

が

一

八

四

〇

年

代

に

発

刊

さ

れ

た

。

当

時

の

日

本

を

紹

介

し

た

記

事

が

連

載

さ

れ

て

い

て

、

薩

英

戦

争

な

ど

の

戦

闘

の

様

子

も

詳

細

に

記

述

さ

れ

て

い

る

。

当

時

は

写

真

も

あ

っ

た

が

そ

の

製

版

技

術

は

な

く

、

多

く

は

派

遣

さ

れ

た

記

者

に

同

行

し

た

画

家

が

現

場

を

ス

ケ

ッ

チ

し

て

記

事

と

と

も

に

本

国

へ

送

っ

た

の

で

あ

る

。

新

聞

に

掲

載

さ

れ

る

段

階

で

ス

ケ

ッ

チ

は

銅

版

画

に

す

る

た

め

、

彫

版

師

が

細

部

を

描

き

写

真

の

よ

う

な

リ

ア

ル

な

絵

に

さ

れ

る

。

こ

の

と

き

彫

版

師

が

東

洋

の

他

の

国

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か

、

不

自

然

な

雰

囲

気

を

持

つ

絵

が

描

か

れ

て

い

る

も

の

も

あ

る

。

 

し

か

し

写

真

の

よ

う

な

リ

ア

ル

感

は

日

本

の

絵

と

は

比

較

に

な

ら

な

い

。

こ

れ

は

印

刷

技

術

の

違

い

も

あ

る

が

。

日

本

の

絵

は

様

式

化

さ

れ

て

、

浮

世

絵

の

よ

う

に

陰

影

の

な

い

平

坦

な

面

で

顔

や

景

色

が

描

か

れ

る

。

イ

ラ

ス

ト

レ

イ

テ

ド

・

ロ

ン

ド

ン

・

ニ

ュ

ー

ス

の

挿

絵

は

人

物

で

は

家

茂

、

慶

喜

、

老

中

、

明

治

天

皇

ら

が

付

人

ら

と

共

に

当

時

の

服

装

、

表

情

、

姿

勢

そ

の

ま

ま

に

描

か

れ

る

な

ど

、

幕

末

、

明

治

の

史

料

と

し

て

重

要

な

価

値

を

持

つ

で

あ

ろ

う

。

 

  

幕

末

頃

の

長

崎

 

諏

訪

神

社

境

内

 

イ

ラ

ス

ト

レ

イ

テ

ド

・

ロ

ン

ド

ン

・

ニ

ュ

ー

ス

の

挿

絵

（

銅

版

画

）

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

 

写

真

か

と

思

う

ほ

ど

リ

ア

ル

な

表

現

で

あ

る

。

日

本

の

風

景

で

あ

る

が

ど

こ

か

西

洋

風

な

雰

囲

気

も

醸

し

て

い

る

。

絵

に

よ

っ

て

は

美

術

的

な

価

値

も

あ

り

英

国

で

は

手

彩

色

し

て

額

装

に

し

て

販

売

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

そ

の

一

つ

で

あ

る

。
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薩

摩

藩

軍

艦

配

備

図

（

？

）

 

 

  

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦

争

後

 

海

中

□

上

 

新

御

台

場

 

 
 

 

此

所

ニ

水

雷

火

仕

掛

ニ

而

仕

候

由

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朱

之

通

ニ

而

通

船

致

（

以

下

切

れ

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

航

路

曲

線

は

朱

書

き

で

あ

る

）

 

桜

島

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小

船

大

板

二

十

五

間

（

以

下

切

れ

）

 

桜

島

ゟ

城

下

迄

三

里

 

 
 

 
 

但

所

ニ

寄

近

キ

所

茂

在

之

由

 

   

此

所

ゟ

桜

島

之

間

者

 

 

通

船

相

成

不

申

候

  

桜

島

者

 
 

 
 

大

船

弐

艘

共

大

板

（

以

下

切

れ

）

 

福

山

 
 

 
 

 
 

人

家

所

々

 

 

此

所

ゟ

 
 

 

在

之

申

候

 

城

下

迄

海

上

 

七

里

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大

筒

（

以

下

切

れ

）

 

  
 

 
 

 
 

 
 

新

御

 

 
 

 

蒸

気

船
 

 

台

場

 

 
 

遠

見

番

所

 
 

 
 

 

キ

ヲ

ン

ノ

ス

（

キ

ャ

ノ

ン

砲

の

こ

と

か

？

）
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当

時

の

日

本

に

は

、

幕

府

で

三

六

隻

、

諸

藩

で

九

四

隻

と

い

う

多

数

の

 

洋

式

船

を

持

っ

て

い

た

が

、

そ

の

ほ

と

ん

ど

が

輸

送

船

で

、

軍

艦

と

呼

べ

 
る

も

の

を

持

っ

て

い

た

の

は

、

幕

府

と

佐

賀

藩

、

そ

し

て

薩

摩

藩

程

度

で

 

あ

る

。

当

時

は

輸

送

船

に

大

砲

を

積

み

込

む

事

で

軍

用

に

も

使

用

し

て

い

た

の

で

、

小

さ

な

輸

送

船

で

も

軍

艦

と

し

て

扱

わ

れ

る

事

が

あ

っ

た

。

 

 

薩

摩

藩

の

軍

艦

 

図

は

桜

島

と

鹿

児

島

湾

で

あ

る

。

右

下

に

戦

争

後

と

書

い

て

あ

る

の

は

薩

英

戦

争

(

文

久

三

(

一

八

六

三
)

年

)

の

こ

と

で

あ

ろ

う

か

ら

そ

の

後

に

書

か

れ

た

絵

図

で

あ

る

。

大

船

二

艘

、

小

船

五

艘

、

蒸

気

船

三

艘

と

砲

台

と

見

ら

れ

る

建

造

物

が

描

か

れ

て

い

る

。

薩

摩

の

軍

艦

は

薩

英

戦

争

で

三

艘

撃

沈

さ

れ

て

い

る

、

そ

の

後

売

却

、

購

入

も

あ

る

の

で

十

艘

は

当

時

の

実

際

の

数

と

思

わ

れ

る

。

薩

摩

か

ら

長

州

藩

が

購

入

し

た

大

量

の

銃

は

伊

藤

俊

輔

と

井

上

聞

多

が

薩

摩

藩

の

｢

胡

蝶

丸

｣

と

｢

海

門

丸

｣

に

積

ん

で

運

ん

だ

と

い

わ

れ

る

。

 

 

薩

摩

藩

は

鉄

や

ガ

ラ

ス

の

製

造

を

行

い

、

造

船

、

兵

器

の

産

業

を

興

し

海

防

の

強

化

を

図

っ

て

き

た

。

古

く

は

琉

球

、

中

国

と

の

貿

易

に

力

を

入

れ

、

海

外

に

目

を

向

け

て

時

代

を

先

取

り

し

て

き

た

藩

で

あ

る

。

オ

ラ

ン

ダ

か

ら

は

軍

艦

｢

咸

臨

丸

｣

を

購

入

し

、

自

身

で

は

帆

船

｢

伊

呂

波

丸

｣

、

軍

艦

｢

昇

平

丸

｣

を

建

造

し

て

幕

府

に

献

上

、

日

本

の

海

防

に

貢

献

し

て

き

た

の

で

幕

末

に

は

図

の

よ

う

に

最

先

端

の

蒸

気

船

や

大

砲

の

所

有

、

砲

台

の

建

設

が

で

き

た

の

で

あ

る

。

 

 

幕

府

の

軍

艦

 

｢

富

士

山

丸

｣

は

幕

府

艦

隊

の

主

力

を

な

し

、

四

境

戦

争

の

大

島

口

で

は

｢

翔

鶴

丸

・

旭

日

丸

・

八

重

丸

｣

ら

三

隻

と

共

に

長

州

領

に

侵

入

し

大

島

を

攻

撃

し

た

。

小

倉

口

で

は

｢

富

士

山

丸

｣

と

共

に

｢

順

動

丸

・

回

天

丸

・

翔

鶴

丸

｣

ら

三

隻

が

参

戦

し

た

。

 

 

長

州

藩

の

軍

艦

 

長

州

海

軍

の

軍

艦

は

｢

丙

寅

丸

(

蒸

気

船

)

・

癸

亥

丸

(

帆

船

)

・

丙

辰

丸

(

帆

船

)

・

乙

丑

丸

(

蒸

気

船

)

・

庚

申

丸

(

帆

船

)
｣

の

五

艘

で

あ

る

。

こ

の

う

ち

実

際

に

砲

弾

で

攻

撃

で

き

た

の

は

｢

丙

寅

丸

｣

と

｢

乙

丑

丸

｣

で

あ

る

。

四

境

戦

争

の

大

島

口

、

小

倉

口

で

は

高

杉

晋

作

が

｢

丙

寅

丸

｣

に

乗

り

込

ん

で

神

出

鬼

没

の

奇

襲

攻

撃

を

行

っ

て

い

る

。

小

倉

口

で

は

｢

乙

丑

丸

｣

に

乗

り

込

ん

で

援

軍

と

し

て

坂

本

龍

馬

が

指

揮

を

と

っ

た

。

 

 
｢

丙

寅

丸

｣

は

高

杉

晋

作

が

長

崎

に

て

英

国

商

人

グ

ラ

バ

ー

か

ら

独

断

で

購

入

し

た

新

鋭

機

で

あ

る

。

｢

乙

丑

丸

｣

は

四

境

戦

争

の

直

前

に

薩

摩

か

ら

購

入

し

た

も

の

で

あ

る

。

 

 

実

際

に

対

戦

し

た

と

い

う

幕

府

の

軍

艦

｢

富

士

山

丸

｣

と

長

州

藩

の

軍

艦

｢

丙

寅

丸

｣

を

比

較

し

て

み

よ

う

。

明

ら

か

に

｢

富

士

山

丸

｣

が

有

利

で

あ

る

。

こ

れ

を

見

る

限

り

世

に

語

ら

れ

る

高

杉

晋

作

の

奇

襲

攻

撃

は

無

理

が

あ

る

よ

う

だ

。

 

｢

富

士

山

丸

｣
 

 
 

 
｢

丙

寅

丸

｣
 

艦

全

長

 
 

 

三

十

一

間

 
 

 
 

 

二

十

間

 

排

水

屯

 
 

 

一

〇

〇

〇

屯

 
 

 
 

九

十

四

屯

 

出

力

 
 

 
 

三

百

五

十

馬

力

 
 

 

三

十

馬

力

 

巡

航

速

力

 
 

不

明

 
 

 
 

 
 

 

五

ノ

ッ

ト

 

 

大

砲
 

 
 

 

十

二

門

 
 

 
 

 
 

不

明

 

  

出

典

『

幕

末

貿

易

史

』

(

山

口

和

雄

著

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『

長

州

烈

風

伝

』

(

木

村

高

士

著

)
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『

風

説

書

』

か

ら

薩

摩

藩

の

書

簡

 

  

薩

摩

は

薩

長

同

盟

の

よ

う

に

敵

味

方

が

よ

く

変

わ

る

国

で

あ

る

。

薩

英

戦

争

後

イ

ギ

リ

ス

と

生

麦

事

件

の

賠

償

交

渉

中

、

軍

艦

の

購

入

交

渉

を

し

て

先

方

を

困

惑

さ

せ

て

和

議

を

結

ん

だ

。

薩

長

同

盟

も

坂

本

龍

馬

が

仲

介

し

て

敵

味

方

逆

転

し

、

倒

幕

後

間

も

な

く

主

従

関

係

に

あ

っ

た

新

政

府

と

敵

対

す

る

な

ど

敵

味

方

が

目

ま

ぐ

る

し

く

変

化

し

て

き

た

。

 

慶

応

二

年

薩

長

同

盟

後

の

幕

府

と

薩

摩

と

の

書

簡

が

前

述

し

た

｢

風

説

書

｣

に

書

か

れ

て

い

る

。

慶

応

二

年

二

月

二

十

一

日

、

土

佐

藩

の

浪

士

坂

本

龍

馬

の

仲

介

に

よ

っ

て

京

都

薩

摩

藩

邸

に

お

い

て

桂

小

五

郎

、

西

郷

隆

盛

が

会

談

し

、

薩

長

同

盟

が

結

ば

れ

た

こ

と

を

幕

府

は

ま

だ

知

ら

な

い

。

薩

摩

は

幕

府

か

ら

長

州

征

伐

の

命

を

受

け

る

。

薩

摩

藩

の

松

平

修

理

太

夫

茂

久

は

出

兵

を

断

る

書

（

建

白

書

）

を

幕

府

お

よ

び

朝

廷

に

提

出

す

る

。

歴

史

で

は

こ

れ

で

薩

摩

藩

は

参

戦

し

な

か

っ

た

、

で

終

っ

て

い

る

。

し

か

し

幕

府

は

簡

単

に

は

納

得

し

て

い

な

い

。

駆

け

引

き

の

様

子

が

残

さ

れ

て

い

る

。

 

こ

の

文

面

で

は

、

建

白

書

に

対

し

て

幕

府

の

上

席

老

中

板

倉

伊

賀

守

勝

静

は

朝

命

で

あ

る

こ

と

を

薩

摩

藩

に

伝

え

る

。

薩

摩

藩

は

返

答

と

し

て

と

り

あ

え

ず

一

隊

の

人

数

を

出

す

こ

と

に

し

て

、

二

艘

の

船

で

大

坂

に

入

り

、

そ

れ

か

ら

京

都

へ

向

か

う

こ

と

を

伝

え

て

い

る

。

絵

図

に

描

か

れ

た

船

の

ど

れ

か

で

あ

ろ

う

か

。

当

時

は

輸

送

船

も

大

砲

を

備

え

る

こ

と

も

あ

り

、

軍

艦

と

の

特

別

な

区

分

は

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

 

も

し

参

戦

す

れ

ば

萩

口

か

ら

攻

め

る

命

が

下

さ

れ

五

境

口

と

な

っ

て

い

た

。

 

   

（

薩

州

か

ら

届

書

が

あ

っ

た

の

で

大

坂

表

、

御

所

へ

提

出

）

 

 

 

一

薩

州

ゟ

昨

日

御

届

書

ハ

御

承

知

之

事

ト

奉

存

候

、

先

日

大

坂

表

江

 

出

候

而

、

御

理

り

之

書

修

理

太

夫

ゟ

被

指

出

、

尚

又

其

段

 

御

所

江

も

指

出

候

、

大

坂

表

ニ

而

別

紙

御

附

札

之

通

被

仰

出

候

、

且

従

 

朝

廷

も

御

説

得

可

被

 

仰

出

哉

之

由

 

 

（

そ

れ

に

対

す

る

大

坂

表

か

ら

返

事

は

）

 

御

附

ケ

札

 

 

 

 
書

面

申

立

候

趣

有

之

候

得

共

、

此

程

相

達

候

通

寛

大

之

 

御

趣

意

を

以

御

所

直

相

求

候

、

未

 

朝

命

ニ

而

奉

不

致

 

御

裁

許

違

背

ニ

付

、

無

余

儀

向

罪

之

段

、

被

指

向

硬

命

 

之

旨

、

御

誅

鋤

被

求

候

段

、

御

奏

聞

之

上

、

尚

従
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御

所

御

沙

汰

之

次

第

も

有

之

候

ニ

付

而

者

、

早

々

出

立

 

朝

命

之

御

趣

意

相

貫

き

候

様

可

被

致

候

 

右

之

通

七

月

十

四

日

、

板

倉

伊

賀

守

殿

ゟ

御

渡

 

 

（

そ

の

後

の

薩

州

か

ら

の

書

付

）

 

 

 

薩

州

ゟ

指

出

候

御

書

付
 

此

節

長

防

御

討

入

相

求

公

端

を

相

開

候

段

、

国

元

へ

 

相

達

実

ニ

天

下

之

大

変

ニ

付

、

兼

々

 

禁

□

御

警

衛

之

命

を

達

候

得

共

、

一

浮

厳

重

行

届
 

 

 

其

任

ニ

堪

候

様

、

無

之

候

而

者

不

相

済

、

不

取

敢

一

隊

之

人

数

 

指

出

し

、

蒸

船

二

艘

摂

海

江

入

港

、

追

々

京

着

ニ

御

座

候

間

、

当

時

 

□

事

ニ

付

、

此

段

差

置

御

届

申

上

候

 

    

そ

の

後

討

長

に

対

し

薩

摩

藩

は

幕

府

と

真

っ

向

か

ら

対

立

す

る

の

で

あ

る

。

そ

の

様

子

が

次

の

よ

う

に

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

『

江

戸

幕

府

の

制

度

』

よ

り

 

右

討

長

の

役

に

、

松

平

修

理

大

夫

茂

久

は

、

建

白

書

を

呈

し

、

討

長

の

出

兵

を

辞

す

。

よ

っ

て

幕

府

は

出

兵

を

厳

命

す

る

た

め

に

薩

藩

重

役

を

召

せ

ば

、

大

久

保

市

蔵

利

通

こ

の

城

に

来

る

。

老

中

松

平

伯

耆

守

宗

秀

面

し

て

出

兵

を

命

ず

れ

ば

、

利

通

答

え

て

い

う

。

「

方

今

外

患

内

憂

眼

前

に

横

た

わ

り

、

国

是

い

ま

だ

一

定

せ

ず

、

こ

の

時

に

当

り

、

重

ね

て

長

州

を

処

分

す

る

た

め

に

将

軍

御

親

征

の

挙

あ

る

こ

と

は

、

御

国

家

の

御

為

に

そ

も

そ

も

宜

し

か

ら

ず

、

故

に

薩

藩

は

出

兵

を

辞

す

」

と

。

宗

秀

は

い

う

「

今

も

し

薩

藩

に

し

て

出

兵

を

背

ぜ

ざ

る

が

如

き

は

、

幕

府

の

威

権

立

た

ず

、

故

に

薩

藩

は

出

兵

を

辞

す

べ

か

ら

ず

」

と

。

利

通

は

い

う

「

弊

藩

の

見

る

所

、

此

の

如

き

を

以

て

皇

国

の

御

為

を

慮

か

り

、

敢

て

出

兵

を

辞

す

」

と

。

宗

秀

重

ね

て

い

う

「

薩

藩

は

他

藷

に

異

な

り

、

天

璋

院

様

幕

府

に

入

ら

せ

ら

る

。

御

親

族

の

御

間

柄

よ

り

す

る

も

、

こ

の

場

合

に

於

て

は

宜

し

く

速

や

か

に

出

兵

す

ベ

し

」

と

。

こ

こ

に

於

て

利

通

は

容

を

改

め

、

色

を

正

し

く

し

て

い

う

「

こ

の

御

談

じ

に

し

て

在

る

以

上

は

、

弊

藩

は

ま

す

ま

す

以

て

出

兵

は

叶

い

難

し

、

御

親

族

た

る

の

性

格

を

以

て

、

飽

く

ま

で

も

こ

の

御

出

征

の

宜

し

か

ら

ざ

る

こ

と

を

言

上

致

す

」

と

、

堅

く

取

り

て

出

兵

を

肯

ぜ

ず

、

宗

秀

大

い

に

窮

す

。

宗

秀

老

中

席

に

来

り

語

り

て

日

く

「

今

日

程

困

っ

た

こ

と

は

、

生

来

未

だ

曾

て

無

し

」

と

。

時

の

上

席

老

中

は

板

倉

伊

賀

守

勝

静

、

毛

利

削

封

討

伐

の

主

張

者

は

次

席

老

中

小

笠

原

壱

岐

守

長

行

な

り

。
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当

事

者

の

記

述

で

は

な

い

の

で

一

言

一

句

正

し

い

か

ど

う

か

疑

っ

て

し

ま

う

が

、

著

者

の

調

査

に

よ

っ

て

実

際

こ

の

よ

う

な

や

り

取

り

が

あ

っ

た

こ

と

は

否

め

な

い

。

歴

史

は

分

か

り

や

す

く

す

る

た

め

に

臨

場

感

の

あ

る

表

現

も

用

い

ら

れ

る

が

、

行

き

過

ぎ

る

と

小

説

に

な

っ

て

し

ま

う

の

で

あ

る

。

こ

の

著

作

が

書

か

れ

た

明

治

は

ま

だ

当

時

の

事

を

知

る

者

が

多

く

存

在

し

て

正

確

な

こ

と

も

あ

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

過

去

の

自

慢

話

も

加

わ

る

こ

と

に

注

意

し

な

い

と

い

け

な

い

。

 

 

こ

の

会

見

は

何

時

な

の

か

、

大

久

保

利

通

は

ど

う

や

っ

て

大

坂

城

へ

来

た

の

か

、

も

し

か

し

た

ら

こ

の

船

で

来

た

の

か

も

知

れ

な

い

。

い

ろ

い

ろ

調

べ

る

必

要

が

あ

る

。

 

                 

                           


